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火事、感電、怪我に関する重要な説明

電気製品を取扱う場合は、基本的な注意及び下記の事項を守うて下さい。

1)製 品を使用する前に、この取扱説明書をよくお読み下さい。

2)怪 我の危険を避けるために、子供の近くで使用する場合は十分注意して下さい。

3)この楽器を水まわりで使用しないで下さい。キッチンの流し、湿気の多い地下室、

プールの近く等。

4)この製品を単独で、またはアンフ
°
、ヘット
・
フオン、スピーカーと一緒に使う場合、難聴の

原因となる音量が出る可能性があります。

長時間大きな音量や、不快なほどの大音量で使用しないで下さい。難聴や耳

鳴りを感じた場合は聴覚の専門家に相談して下さい。

5)この製品を、放熱器、温風噴出し日、その他熱を発する製品の近くに置かないで

下さい。

6)長 く使用しない場合はコンセントからこの製品の電源フ
°
ラク
・
を抜いて下さい。

7)この製品の上に物が落ちたり、液体がこばれたりしないように気をつけて下さい。

3)下 記の場合には、経験のある技術者に修理を依頼して下さい。

a.電源コードまたはフ
°
ラク
・
が壊れた場合

b.物が落ちたり、液体がかかった場合
c.雨に濡れた場合

d.製品が正常に動かないようにみえたる場合

e.落としたり、外装ケースが破損した場合

9)ユーサ
・―・ル予ナンス説明書の記述に無い修理は行わないで下さい。その他の修理は

資格のあるサービスマンが行つて下さい。
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1.1製品のケア

*RD80eを 熱源や、湿気、ほこりの多い場所、強い磁気のある所には置かないで下さい。

*構 造体やスイッチ、ホ
・
タン等に過度の力を加え無いで下さい。

*輸 送中や使用中に製品に無理な力がかからない様に保護して下さい。

メーカー製のハ
°
ッケーシ
・
か同等のケースに入れて運送して下さい。

*可 能ならば、ラン
・
オ、テレヒ
・
、モニターのような強い妨害電波を出す機器の近くには置かな

いで下さい。

*異 物や、如何なる液体も、絶対にこの製品の中に入れないで下さい。

*クリーエンク
・
の際は柔らかい布かエアーを使用して下さい。洗剤、溶剤、アルコ

ーザレ等は使わな

いで下さい。

*この製品を直射日光にさらさないで下さい。

ネ良質の遮蔽ケーフ
・
,レをご使用下さい。ケーフ

・
,レをツケットからはずす場合は、必ずコネクタ

ー部

を持って下さい。ケーフ
・
,レは自体を引っ張らないで下さい。

コート
・
を巻く場合はしばったりねじつたりしないで下さい。

*結 線する場合は他のユニット(特にアンプやスピーカー)の電源がオフになっていることを確認

して下さい。雑音や、危険なシク
・
ナル・ピークを避けられます。

1.2この機器の注意点

:

RD-80eは[Dttect―to一dに畑という、ディスクから読込みながら、演奏する、

読込みシステムをとつていますので、日―ドタイムが短くなり、すばやいプレイ
ハ
・
ックが可能になっています。

しかし、この読込みシス予ムはプレイハ
・
ックの中断、システムェラー、読込みヘッド

の損傷を避けるために、フロッピー日予
・
ィスクを、動作中には、決して、取りだ

さないで下さい。

リンク
・
やリストの実行中、フォーマット中、ファイルの読込み、書き込み中等、LED

点灯中は、絶対にディスクを取り出さないで下さい。



３

ディスクを取り出して良いのは、LEDが消えている場合だけで
操作上、取り出しが必要になる場合は、テ

・
ィスプレイに Ewatt fodと

いう表示が出て LEDが消えます。

下記の注意点をお守りいただき、この機器をよい状態で、ご使用下さい。

*質 のよいフロッピー・テ
・
ィスクをご使用下さい。フロッピー・テ

・
ィスクは熱源、磁気の 強い場所

(モニター、スピーカー等)、湿気やほこりの多い場所には置かないで下さい。Drect―t。―dにk

システム採用のため、エラーの無いフロッピー・テ
・
ィスクが必要です。

*時 々、フロッピー・ディスクの′ヽ
・
ック・アップを取っておいて下さい。[drect―t。―dに畑システムは、

他のシステムよりずっと早く、テ
・
ィスクの磁性体が磨耗します。

ファイルのタイフ
°
に関しては、次のことにご留意下さい。

*RD-80eは 、MS―DOSでフォーマットされた、スタンタと卜
・
MIDIファイル(拡張子,MID)を使います。

それ以外の拡張子を持つファイ,レは実行できません。

*このシステムは16トラツクまでサホ
°―卜します。フォーマット1のMIDiファイルがこのトラック数を超える

場合は、予
・
ィスプレイにエラーが表示されます。しかし最適の状態でご使用いただくために

は、SMFファイルタイプ0をお奨めします。

*RD-80eは 、ッンク
・
のどのような歌詞のフォーマット(及びそのMIDIファイル製作者の著作権)も

認識して、ビテ
・
ォィンターフェースを通してテレビやモニターに表示できます。

そのため、フォーマットを変換せずに、カラオケの許可されたフォーマットタイプを使用することが

大切です。同一のファイルの中で1つ以上のテキストコート
・
モートを使用しないで下さい。

この取扱説明書について

ネ この取扱説明書を大切に保管して下さい。 この取扱説明書をよくお読み下さい。

時間の節約になり、最良の状態でご使用いただけます。

キロで国んだ番号は、操作′ヽ
°
ネ,レのホ
・
タンや裏側の接続端子を示しています。



2.l RD80eは MIDiデータ・ファイラーで、MIDIファイルを読込み、内蔵したサオウント
・
ウ
・
エネレーターを

使って、オーテ
・
ィオフォーマットでプレイ′ヽ

・
ックできます。

RD-80eは2つの部分に分けられます。子と夕白プレイヤーと呼ぶファイル管理部と、サウント
・・シ
・
ェネ

レーターです。

テと夕・プレイヤ…部はフロッヒ
°―・テ
・
ィスクに保存したテ

・―夕を読込み、それをサウント
・
ウ
・
エネレーター

部か、[MID1 0U司 ホ
°―トヘ送ります。さらに子と夕・プレイヤ

ー部は、フロッピー・テ
・
ィスクに

保存したツンク
・
の管理、ツンク

・
のシーケンスを含む 内部のラ

°
ロク
・
ラムすべてのテ

・
イ′ヽ
・
イスの管理、

ツンク
・
のエッテ
・
イト機能、つまり予

・
リート、メモリー等、変更機能の管理を行います。

サウント
・・シ
・
ェネレーター部は、データ・プレイヤー部から受信したデータを、1つ1つの音の音色と強弱

情報を保持しながらオーテ
・
ィオ信号に変換して、音案にします。

サウント
・
ウ
・
エネレーター部は、353音の再生と、17の卜

・
ラムキットが可能で、最大同時発音音色数

16で、それぞれが各MIDIチャンネルに割り振られます。

最大同時発音数32。サウント
・・シ
・
ェネレーター部には、り′ヽ

・―フ
・
、エコーといつた環境効果、ヨーラスや

フランプヤーといったモシ
・
ュレーション効果等の、マルチ効果ユニットもあります。

2.2予
・―夕・フォーマット

RD80-eフ ロッピ
ー・テ
・
ィスクドライA・

-1ま
、MS― DOSに フォ

ーマットした、DD(720te),と HD(1.44MByte)

のフロッピー・テ
・
ィスクを使います。これら2つのセクシヨンにフアイルがある時は、読込み時におックされ、

フォーマアット1か0のスタカとドMIDIファイル.MID)に適合しなければなりません。MIDlテ
と夕を外部音

源から読みこむ間、その結果はスタンタと卜
・
MIDIファイルフォーマット0として保存されます。

RD80eが ファイJレを正 しく認識するため には、MIDIフアイルはシ
・
エネラルMIDlに属するものでなけれ ば

なりません。    ・



3日1フロント・ハ
°
ネル

1.フロッピー・テ
・
ィスク・ドライA・―:LEDはフロッピ…Bテ

・
ィスクの読込み/書き込み状態を表示

します。ドライフ
・
からテ
・
ィスクを取り出すにはホ

・
タンを押して下さい。

LEDが ONの 時は、決してテ
・
ィスクを取り出さないで下さい。

2.3桁の数字表示:この表示は、ソンク
・
の選択、RD80eの 機能数値等、システムの状態

に関するすべての情報を示します。

3.コントロールキー:これら2つのキーはそれぞれ2つづつの機能をもっています。([PAUSE]
キー除く)ッンク

・
の演奏やレヨーテ

・
ィンク
・
の状態をチェックできます。第2の機能はホ

・
タンの

ホ
・
タンの上に黄色で示されます。

*[REttKDISABLE):高 速の戻し機能です。または [MIDI][UTILITⅦキァで呼び
出したメニュー機能を無効にできます。

*[F日 (ENABLE): 早送り機能及び、[MIDE[UTILITⅦキーで呼び出したメニュー
機能を有効にできます。

*[STOP](STAND― BY):プレイハ
・
ックやレコーテ

・
ィンク
・
を中止するホ

・
タンです。2秒間長押

しすると、スタン′ヽ
・
イ・モード(省エネ)になります。

*[PLAⅦ (MEAS〉 ッンク
・
の演奏開始ホ

・
タンです。2秒間 長押しすると、現在の小節

を表示します。

*[PAUSE]:演 奏やレコーテ
・
ィンクを一時停止します。

*[REC](SAVE):レ コーテ
・
ィンク
・・モート
・
を有効にします。(「PLAY]キーと一緒に押せば、

ツンク
・
の変更をセーフ

・
したり、リストをセーフ

・
したりできます。

4.リモート'コントローJレ・レシー′ヽ
・一:リモコンの赤外線の受信機が有ります。この機能がうま

く働くように、この部分をステッカー等で塞がないで下さい。



5.セレクション/コンフアメーション/リア,レタイムロ機能/アクセサリ
ー機能

[SONG]と [LIST]キー:これらは演奏したいファイルのタイプを選おtホ
・
タンです。

*[SONG]:ソ ンクを選ぶキーです。(.MIDフアイル)

ネ [LIS刊:リストを選ぷキーです。(前もつて作つた
一連のツンク

・
のシーケンス)

[TEMPO]― [MUTE]― [TRANSP]キ
ー:演奏中にリアルタイムでこれらの機能をオン・オフ

させるホ
・
タンです。これらのホ

・
タンを長押しすると、それぞれの機能を修正できます。

詳しくは、6をご参照下さい。

ネ [TEMPO]:ツンク
・
のテンホ
°
を調整するホ

・
タン

キ [MUTE]:演 奏中のソンク
・
から1つ以上のトラツクをはずす機能です。

*[TRANSP]:ツ ンク
・
のキーを移調するホ

・
タンです

EVOLUME]キ ー:RD-80e全 体のホ
・
リュームコン距―ルをします。長押しすると、

ホ
・
リュ
ーム・コントロールに関するMIDIメッセ

ープ(NRPN or CC)部 へ入 ります。詳 しくは5.3を

ご参照下さい。

[MIDI]と [UTILITⅦ キ
ー:これらのホ

・
タンを押すと、MIDIとアクセサリー機能へ入ります。

詳しくは、8と9をご参照下さい。

[DEC]と [INC]キー:これらのホ
・
タンはツンクを選んだり、MIDIとUTILI口N機 能へのアクセス、

各機能の数値変更に使います。

辛 [DEC]:ル ク
・
を選んだり、表示された数値を減らすために使います。

*[INC]:ソ ンク
・
を選んだり、表示された数値を増やすために使います。

[ESC](NO)と [ENTE円 (YES)キ
ー:システムが要求する手順を確認したり、止めたり

するキーです。

*[ESC](NO):実 行の中止

*[ENTE刺 (YES〉実行の確認



3.2リア・′ヽ
°
ネル

まぎやなポ
F W r 聞  一 一一 一― 制Eロロr

1.EAC ADAPTE可 :ACアタ
・
プター接続端子です。

2日[POWE刺 スイッチ:電 源 オン・オフスイッチです 。

3.[JOY PORT]:シ
・
ョイ・ホ
°―卜接続端子です。ビテサインターフェース、ホとカル・ハオモナイザー

ク
・
ラフィック・テ
・
ィスフ
°
レイ等を接続できます。

この端子はまた、シ
・
ョイ・ホ
°―トーMIDI接続ケープルを使って、MIDI INホ

°―ト

としても使えます。詳細は接続部の説明をご参照下さい。

4.[MIDI OUT]コ ネクター:RD-80eか らの MIDI予
・―夕のアウトプットホ

°―卜です。     ィ

5.[F00T SW咽フット・スイッチ・コネクター:スタート/ストップ機能を持つフット・スイッチの接続端子

です。RD旦Oeの 内部部品を損傷を防ぐため、オープン・コンタクトのフット・へ
°
夕
・
,レ

のみをご使用下さい。

6.オーテ
・
ィオ・アウト部:RD-80e内 部のサウント

・・カート
・
からのすべてのアウトプット・信号を含む

セクションです。

[PHONES]:ス テレオ・ヘッドフォン用のツケットです。100Ω以上のインピーダンスのヘット
・
フォンを

ご使用下さい。

[刺 [L/MONO]:ア ンプウステムからのケーデルを、ここへ接続して下さい。モノの場合は

[L/MONO]へ 接続して下さい。



3日3リモートコントローJレ

RD-80eに はリモヨンがついていて、離れた所からメイン機能のコントロールができます。操作ホ
・
タンの

名前は本体のフロント・′ヽ
°
ネルの名前と同じです。 それぞれの機能については3.1をご覧下さい。

電池(ついていません)ホールタ
・―

,

リモコンが正しく動くためには、フロント・ハ
°
ネルの番号表示の下を、ステッカ…等で

ふさがないで下さい。そこにリモコンの信号を受けるセンサーがあります。



晦 rmm船

中 曲 帥
… OrP― dbu踏

′

MIDIアダプターヘのシ
・
ョイホ
°―卜は内蔵フォトカプラーを持っていなければなりません。

アタ
・
プターがシ
・
ョイホとトリセント

・
を持っている場合は、ここに他の周辺機器を接続

しないで下さい。



5.1システムの開始

接続が済んだら、RD-80eの リア′ヽ
°
ネルの電源スイッチをオンにします。

テ
・
ィスプレイには回

―ドされたソフトウエア表示されます。

次に中央のダッシュが動き、システムのスタ
ート・アップを待つように指示してきます。

システムのセットアツプが完了すると、次のようになります。

_ | 二 | _

フロッピー・テ
・
ィスクを入れなかつたり、入れてもフォ

ーマットが適合しない場合(5.3.1参照)にも、こう

なります。

P~fl !ド
・・
11 ギ
ギ「_f lP_f

これはツンク
・
選択の画面(以後メインヘ

°一シ
・
と呼びます。)で、フロツピ…テ

・
ィスクに保存された最初の

リンク
・
が選ばれたことを示しています。(5.2の自動ツ

ート参照)

5.2自動ツート

ト
・
ライフ
・
にフロッピー・テ

・
ィスクを入れると、いつでもRD-80eの 自動ソ

ート機能が働きます。ソンク
・
を

ASCIIコート1こ従つて、アルフアヘ
・
ット順にツ
ートします。つまり、デイスクの最初のトラツクはアルフアヘ

・
ットの

最初のもの、ア'レファヘ
・
ットの終わりのものが最後という順になります。

ファイル名には番号のついているものもあります。ASCliコ
ードの順ではでは番号は文字の先に

きます。例えば、2wottds.m間はmyway.m旧 より前にきます。

ASCilアルフアヘ
・
ット・オータとの最後は0で す。したがつて、アンタ

・―ハ
・―で始まるファイルは最後にな

ります。

ゴ，
Ｌ



RD-80eでは、リストの最後に置かれる、自動的に作られるファイルにアンタとハ
・―を使います。

(7.2レコギ
・
ィンダされたッンク

・
のセーデ機能参照)

5.3ツンク
・
の選択と演奏

リストの最初に来ていないリンク
・
を選ぶには、臣NC]と [DE岨キーを使います。

EENTE配キーは点減し、[ESC]キーは一定のライトが点灯します。
選 んだツンク

・
名が現 われ たら、E E N T E田 を押 します。 ディスクロドライプの L E Dは ツングが日―ドされ

るまで点灯します。

実際には、ツンク
・
の日―卜
・
はあまり時間がかかりません。しかし、MIDiファイルのフォーマットには長い

時間がかかる場合もあります。特にファイルに歌詞が含まれている場合には時間がかかります。

[ESC]キーを押すと、実行を中断して、直前に日―卜
・
したリンク
・
を表示します。

プレイハ
・
ックを始めるには、[PLAY3ホ

・
タンを押します。そのLEDが点灯し、フ

°
レイハ
・
ックを開始します。

[STOP]を 押 す とプレイ′、
・
ックが 止 ま ります 。また 、プレイ′ヽ

・
ックを
一
時 停 止 す る場 合 は [PAUSE]

を押します。ふたたび[PAUSE]を押すと、停上した位置からフ
・
レイハ
・
ウクを再開します。

演奏中に、他のソンク
・
を選ぷこともできます。[INC]と[DE瑚キーを使ってツンクを選び、

EENTE円 を押します。そうすると[PLAⅥホ
・
ルを押すことなく、自動的に選んだツンク

・
が演奏

されます。EESC]を押すと、新しく選んだツンク
・
がキャンセJレされます。

演奏が進んでいる小節数を表示したい場合は、プレイハ
・
ック中またはホ

°―ス
・
の状態で、[PLAY3

ホ
・
タンを2秒長押しします。ソンク

・
選択画面へもどる場合は、[ESC]を押します。

5.3.1エラーメッセーシ
・

FLOPPY DISK NOT VALID OR NOT INSERTED

01-1-

MS―DOSで正しくフォーマットされていないテ
・
ィスクが入りました。子

・
ィスクを取り出し、再度

フォーマットし直してください。フォーマットしても、同様の画面が出る場合は、テ
・
ィスクが壊れて

いる可能性があります。

10          ・



NO同 LE

このフロッピー・ディスクにはMIDiファイルがありません。

SONG NOT PLAYABLE

選 ばれ たファイルはスタンダ
ー
ドMI D Iファイルではないか、16トラツク以上 の lS M Fフ ォ

ーマットです。

このソンク
・
は演奏できません。

N.B.

Drect―t。―Dにk読込みシステム採用のため、テ
・
ィスクは完全な状態でご使用

下さい。フア和レにエラーがあると、演奏が突然中断される場合があります。 
｀

プレイ′ヽ
・
ック中には絶対にフロッピー・テ

・
ィスクを取出さないで下さしヽn

5B4音量設定

プレイハ
・
ックするツンク

・
の音量を設定するには、EVOLUME]キ

ーを押します。

音量がCCでコントロールされている場合は0-100で、

NRPNでコントロールされている場合は0-127の範囲で表示されます。

P ~ f l P ~ f l P ~ f
p_f lP_f lP_f

mmo

P ~ f l P ~ f l P ~ f
p_f lP_f lP_f

mmo

音量がCCで
コントロールされている

場合

音量がNRPNで
コントロールされている
場合

昭田

田
野
周
四

ど

ギ

悔 100

■
ギ

ギ

ギ

b127



臣NC]と EDEロキーを使って、音量を調整します。調整後に [ENTE可 か [ESC]を押すと

新しい数値が自動的に保存され、子
・
ィスフ
°
レイはメインヘ

°―シ1こ戻ります。

注意
スタンハ
・
イしているトラックのプレイハ

・
ックを始める前に、

確認して下さい。
スピーカーを壊さないために、音量を

5,4.1ホ
・
リューム・モート

・
の設定

音量は2つの方法で調整できます。

* NRPN:内 部のサウンド・シ
・
ェネレーション・カードのホ

・
リュームに関連したNRPNメッセーシ1こよる方法

* CC:準備のできたトラックのコントロ‐,レ・チェンシ
・
11の′ヽ
°―センテーシ
・
調節による方法

ホ
・
リューム・モート

・
がNRPNとして設定されると、電源オンや調整のたびに、システムは、その変更情報、

つまり、ホ
・
リュームNRPNの 数値を内部のサウント

・・シ
・
ェネレーター部へ送ります。このモードでは、ッンク

・
が

RD-30eの内部のサウント
・・シ
・
ェネレーションシステムを使って演奏するときに、より良く、ホ

・
リューム・

コントロールができます。

一方、CCモート
・
が選ばれている場合は、ツンク

・
にあるCCllがハ

°一セントヘ
・―スで変更されます。

そして、本来は不変のホ
・
リュームを、いろいろな′ヽ

・
リエーションを持たせるために、トラツクにある予と夕も

影響を受けて、変化します。

この2つの方法を選ぷためには、ストップ・モート
・
で、EVOLUME]ホ

・
タンを押します。テ

・
ィスプレイは

現在設定されているホ
・
リュームロモート

・
を表示します。

_1圧乱_
「 IF IP~f
ホ
・
リュームモート

・=NRPN

「F■
FPI戸

L IL
ホ
・
リュームモート

・=CC

[DE□ と[INC]キーを使って、どちらかを選びます。

次に[ENTE可を押すと、この選択が確定します。反対に、[ESC]を押せば、この設定は

保持されません。どちらの場合も、子
・
ィスフ
°
レイには、ツンク

・
選択の画面が表示されます。

12          セ



5.5[RE瑚 と[F司キーの使い方

[R亡Ⅶ (Rewind)と[FF3(Forward)キ
ーを使つて、選んだソンク

・
のJ 節ヽを見つけられます。

これらの中―は予―プレコータ
・―にあるキーと同じ機能を持っています。[F日は前方を探し、[RE瑚

は後方をサーチします。

これらのキーのどちらか一方を押すと、予
・
ィスプレイには目的の小節数が表示されます。プレイ

ハ
・
ックは一時的に停止し、システムは選ばれた小節数のサ

ーチを続けます。

[F日を押したとき

目的の小節に達すると、ツンク
・
のプレイハ
・
ックが自動的に再開し、テ

・
イスプレイはツンク

・
サンハ
・―の表示

にもどります。

目的の小節に達するまでの時間は、ツンク
・
の性格によつて異なります。(フアイル

・フォーマット、

トラツク数、歌詞の有無等)

町田
四
[F日を放したとき



RD-80eに は、リアルタイムで実行できるいくつかの重要な機能があります。それらはツンク
・
の

プレイ′ヽ
・
ック中に起動できるため、演奏中のリンク

・
をすぐに修正できます。その修正を保持する

場合は、6.4の手順に従って下さい。

6.1 トラツクロミューティンク
・

ツンク
・
のフ
°
レイ′ヽ
・
ック中に、演奏中のトラツクのいくつかを取り除く機能です。そのトラックにフィルターを

かけて、そのトラックにあるすべてのイヘ
・
ント(音)を鳴らなくします。従って、そのトラックを割り振っ

てある楽器の音をミュートします。   
'

この機能をオン/オフするには、EMUTE]キーをすばやく押します。ミュートのLEDがオン/オフ状態を
示します。設定画面にアクセスするには、そのキーを長押しします。

6.1.1ミュートの設定

ミュートセッティンク
・
機能は、ミュート機能がわになっているときに、どのトラックをミュートするかを設定

するものです。

止まっている状態で、[MuTE]キーを約2秒間押し続けると、テ
・
ィスプレイにトラック1=MIDiチャンネル1

のミュート状態が表示されます。

トラックがミュート状態にあると、上の図のように、3つの点が付きます。

[DE岨と[INC]キーを使って、トラツクを選び、[RE瑚 と[F司キーでミュートのオン/オフを決めます。
([REⅥ電〓オフ[FF]・オン)

同様の方法で、1つ以上のMIDIチャンネル(トラツク)をミュート状態にできます。選んだ状態は予
・
ィス

フ
°
レイに表示されます。

[ENTE刺 キーを押すと、新しい設定が保存され、[MUTE]ホ
・
タンをすばやく押すことにより、

そのミュート状態を再現できます。通常 ツンク
・
のメロテ
・
ィ・ライン(リート

・
)が害1り振られるトラック4は、テ

・

フォルトではミュート状態にしてあります。[ESC]を押せば、変更の取り消しができます。どちら
の場合も、テ

・
ィスプレイはリンク

・
選択画面へ戻ります。

用
四

ギ

ギ圧
トラック1でミュート無効

阿
四

ど

ギ圧
トラック1てヽミュート有効

14        ・



6.2トランスホ
°―ス
・

演奏するソンク
・
のキーを変える(転調する)機能です。この機能を使うと、卜

・
ラムキット・トラツク以外の

すべてのトラツクで演奏される音が、半音単位で変えられます。

MIDlファ和レでは、卜
・
ラム・トラツクはチヤンネル10にあります。これは卜

・
ラムの音色に影響するため、移調

できないようにしてあります。もし変化させると、設定してあるリス
・
ムにも影響します。

[TRANSP]ホ
・
タンをすばやく押すと、トランスホ

°一ス
・
をオン(LED点 灯)/オ フ(LED消 灯)で きます。

[TRANSP]ホ
・
タンのLEDを オフにすれ ば、リンク

・
はフアイ川こ保存されたオリン

・
ナルの調で演奏します。

6.2.1トランスホ
°
Tス
・
の認ij竜

[TRANSP]ホ
・
タンをすばやく押すと、トランスホ

°―ス
・
を起動できることを説明しましたが、トランス

ホ
°―ス
・
の設定機能を使って、ツンクを何半音移調するかを設定できます。

ETRANSP]ホ
・
タンを2秒間押し続けると、テ

・
イスプレイは次のようになります。

P ~ f
p _ r

トランスホ
°―ス単終し

―
~ f

生

2半穫予i事いトランスホ
°一ス
・

臣NC]と [DEロキーを使って、主12半音の範囲で、トランスホ
°―ス
・
の数値を変えられます。

[ENTE刺を押すと、新しい数値を保存し、EESC]を押すと変更の操作を取りやめます。

(オリシサルの調にもどります。)

リモート・ヒ
・
テ
・
オ・インターフエースか、ク

・
ラフイツク・テ
・
ィスプレイによつて、歌詞とともに1表示される

コート
・
はトランスホ
°―ス
・
の影響を受けません。

トランスホ
°―ス
・
が0に設定されていると、トランスホ

°一ス
・
機能をアクティフ

・
にしても、リンク

・
は

影響を受けません。

耳
一

4半程予|ほいトランスホ
°―ス
・



6.3メトロノーム・テンホ
°
の調整

演奏中のツンク
・
のメトロノーム・テレホ

°
を変える機能です。

ETEMPO]キ
ー
をす ばや く押すと、テレホ

°
機能をオン(LED点 灯 )/オフ(LED消 灯 )で きます。

テンホ
°
の設定はテンホ

°
設定機能で行います。

この機能がアクティフ
・
になっていると、ディスプレイには新しいテンホ

°
が数秒表示され、続けてメイン

ヘ
°―シ
・
へ変わります。

一方、この機能がアクティフ
・
になっていない場合は、オリシサル・テンホ

°
が表示されてから、メイン・へ

°―シ
・

になります。

6.3.1テンホ
°
の設定

[TEMPO]キーを長押しすると、テンホ
°
設定画面へ入ります。そこでは、メト回ノーム・テンホ

°
を′ヽ
°一セント

で調整できます。(ッンク
・
の絶対テンホ

°
ではありません。)プレイA・ックの際にフ柏ク

・
ラムした、リタルランド

やアッチェレラント
・
も変化します。

この数値は′ヽ
°一センテーシ
・
であることに注意して下さい。(RD-80eは新しいbpm(ヒと卜・′ヽ

°一・

ミニッツ)の設定を実行します。)100という数値はオリシサ,レ・テンホ
°
の100%を意味します。従うて

そこではテンホ
°
の変更は起きていません。もしも200%に設定されると、新しいテンホ

°
はオリシサJレ

の2倍になります。テンホ
°
変更の範囲は50%から200%までです。

[ENTER]を押すと、新しい数値を保存し、EESC]を押すと変更の操作を取りやめます。

(オリシサJレのテンホ
°
にもどります。)どちらの場合も、テ

・
ィスプレイはメイン・へ

°―シ1こ変わります。

ゴ
ど

げ

ｆ

ギ

新しいテンホ
°

ゴ周
四
メイン・へ
°―

平

ｒ
ゴ

メイン・へ
°―

ゴ阿
四
メイン・へ
°一

ギ

ど
野田
四
オリシ
・
ナル・テレホ
°

月
四
ゴ

メインロヘ
°一

16          
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6.4変更のセーフ
・

RD-80eで は、リアルタイム機能によつてツンク
・
に加えられた変更(ミュート、テンホ

°
、トランスホ
°―ス
・
)は、

保存できます。

セープの実行に際し、RD-80eはオリシ
・
ナル・フアイルを自動的に上書きします。オリシ

・
ナル・

テ
・―夕を保存しておきたい場合は、′ヽ

・
ックアップ・コピーをとつておいて下さい。この操作

はミュート機能をアクティフ
・
にした状態で行わなければなりません。(なぜならば、ミュ

ート

機能が設定されたトラックのコンテンツを復元することは不可能だからです。)複 合した

ソンク
・
の場合は、変更点を計算し、それらをセーフ

・
するのには数分かかります。従っ

て、1つ1つの変更毎にセーフ
・
するのではなく、すべての変更が終わってから、最後

にセーフ
・
することをお奨めします。

変更したツンク
・
のセーフ
・
手順は、下記の通りです。

* 変更したいツンク
・
を選ぶ。

* 変更したいツンク
・
のリアルタイム機能を設定し、アク予ィフ

・
にする。

* 変更が成功したかどうか、プレイ′ヽ
・
ックしてれックする。

*[REC]ホ
・
タンを押す。(セーフ

・
する場合)システムは次の画面で手順を実行するかどうか

確認してきます。

これは確かに良いですか(Are You Sure?)という意味です。[ENTE可 を押すと、

実行に同意することになります。[ESC]を押すと実行を取りやめます。(変更は保存

されません。)

変更の保存が実行される場合は次の画面が現れます。

―

「IF~f
実行中           セーフ

・
中

リアルタイム機能が完了すると、オフになり、画面は次のようになります。

写
”耳

主ゴＦ

ゴ
月
Ｆ

これは実行終了の意味です。



要な,

エテ
・
ィット(EdL)やセーフ

・
(run)の実行中にはディスクを取出さないで下さい。

変更やセーフ
・
の実行前には、フロッと

°―・テ
・
ィスクに十分な容量があることを確認して下さ

い。
(変更しようとするファイルのサイス

・
と等しいスヘ

°―スが必要です。)
ミュート機能をオンにしてッンクをセーフ

・
している間は、ミュートモート

・
に設定したイヘ

・
ント(音等の

情報)はすべてテ
・
リートされます。変更をセーフ

・
した後では、ミュートにしたトラツクを演奏す

る
ことはできません。
[REC]キーが押されたときには、アクティフ1こなっているリアルチアム機能だけが保存され

田ゴ ０

6.4.1エラーコメッセーシ
・

PROTECTED FLOPPY DISK

ファイ,レをセーフ
・
しようとしている予

・
ィスクはライト・プロテクトがかかっています。子

・
ィスク左上のタフ

・

をクロース
・・ホ
°
シ
・
ションに動かしてください。もう一度ドライフ1こ入れ、[ESC]を押してください。

DAMAGED FLOPPY DISK

テ
・
ィスクが壊れていて、セfフ

・
の実行ができません。 [ESC]を押してメイン・へ

°一シ
・
へもどって

下さい。

NOT ENOUGH SPACE ON DISK

予
・
ィスクに十分な容量が無く、ファイルを変更して、セーフ

・
できません。[ESC]を押してください。

予
・
ィスクに容量を空けてから、この手順を繰り返してください。

０
Ｆゴ

Ｆ カ
―

ゴ
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7.1はじめに

スタンダート
・
MIDIファイル0と1のフォーマット(2.2参照)に よるツンク

・
をフ
°
レイ′ヽ
・
ックするとともに、RD-80e

はJo y―to―MID Iアダプター(4の接続参照)を使って、MID I  I Nホ
°―卜から受信 したMID Iイヘ

・
ントをレコ
ー

予
・
ィンク
・
することができます。

一度レコー予
・
ィンク
・
されると、スタンタと卜MIDIファイルの 0フオーマットの形式で、フロッピ

ー・デイスクに保存

されます。

下記のことにご留意下さい。

* RD-80eは 多重録音はできません。(全体でも、部分でも)レコ
ーテ
・
ィンク
・
したツンク
・
を交換

する場合は、まず、そのソンク
・
を予
・
リートしてから、改めてレコー予

・
ィンク
・
し直してください。

* レコー予
・
ィンク
・
は常に4/4で行われます。

* RD-80eは 解像度 192t,p.q.n.でレコー予
・
ィンク
・
します。

* レコー子
・
ィンク
・
は、すぐに1.1からスタートし、ハ

°
ンチ・イン、ハ
°
ンチ・アウトの操作はできません。

7.2レコーテ
・
ィンク
・
手‖頂

すべての接続を正しく行ってから、次の手順に従って下さい。

* テ
・
ィスクをフロッピー・ディスク・ドライプに入れて下さい。フォーマットをしたり、プロテクトを外したり、レコ

ー

予
・
ィンク
・・テ
・―夕の空き容量を確認する必要があるかもしれません。

*[REC]キ ーを押したまま、[PLAYlキーを押してください。 [REC]キ
ーのLEDが 点灯し、

[PLAY3キーのLEDは 点減をはじめ、レコーテ
・
ィンク
・
の準備ができたことを示します。

録音されるツンク
・
のナンA・―が予

・
ィスプレイに現われます。これはテ

・
ィスクの最後のフアイ'レより1

多い数値です。

キ レコーテ
・
ィンク
・
するツンク
・
のメトロノーム・テンホ

°
を設定します。(この数値はレコー予

・
ィンク
・
の間ずつと表示

されます。子
・
フォルトの数値は120です。[TEMPO]ホ

'タンを押し、[INC]と[DEロ キ
ーを

使って新しい数値を設定します。

[ENTE刺 を押して、その数値を確認し、メイン・へ
°―シ
・
へ戻ります。あるいは[ESC]を押して

数値変更を取りやめます。

N.B=新 しいレコーテ
・
ィンク
・
では、前の設定に関わらず、メトロノームロ予ンホ

°
は常に120に設定され

ています。

十 [PLAY3を 押してレコーディンクをスタートします。[PLAY3の LEDが 点減から点灯に変わり、

R D - 8 0 eは M I D I  I Nホと卜か ら受信 したすべての MI Dけ
と夕のレコ

ーディンクを スタ
ートします。

レコーテ
・
ィンク
・
中に、[PAUSE]キーを押して、レコーテ

・
ィンク
・
を一時停止することがでますと再び

[PAUSE]キーか [PLAY3キーを押すと、データの取り込みを再開します。

* レコ…予
・
ィングを終了するには、[STOP]キーを押してください。



写
０耳

システムは予
・―夕をフロッヒ

°…予
・
ィスクヘのセーフ

・
の実行確認を促してきます。

これはセーフ
・
して良いか(Are You Sure?)という意味です。[ENTER]を押すとRD-80eは

テ
・
イスクヘの子と夕のセーフを実行します。このとき、決してドライプからフロッピー・テ

・
ィスクを取り

出してはいけませんn

[ESC]を押すと、レコーテ
・
ィンク
・
されたテ
・―夕はセーフ

・
されず、失われます。

注意
[STOP]キーを押すと、セーフ

・
の確認なしに、ディスプレイはすぐにメイン・へ

°―シを表示しま
す。
これはRD-80eが MIDIテ

・―夕を受信しなかったことを意味します。接続に間違いが無
いか、また、送信する楽器が正しくMIDI予

・―夕を送信したかどうかを確認して下さい。

RD-80eで作ったMIDIファイルはテ
・
ィスクにあるファイルの最後に置かれ、次のような名前がつけ

られます。

_RD_nnn.mid

_RD_はファイアレ名の固定部分で、nnnは 連続ナンハとです。(最後のフアイル_R_+1)

他にRD-80eで 作ったMIDIファイルが有っても、最後のフアイルはリストの最後に置かれるという

ことを意味します。最初のフアイルは _RD_001.midとなり、2番目のフアイルは _RD_002.mid

となります。

7.2.1エラー・メッセーシ
・

PROTECTED FLOPPY DISK

ファイルをセーフ
・
しようとしているテ

・
ィスクはライト・プロテクトがかかっています。テ

・
ィスク左上のタフ

・

をクロース
・・ホ
°
シ
・
ションに動かしてください。もう一度ドライフ1こ入れ、[ESC]を押してください。

Ｆ
Ⅳゴ
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DAMAGED FLOPPY DISK

ゴほ |…
P_~f l!】:::

予
・
ィスクが壊れていて、セーフ

・
の実行ができません。 [ESC]を押してメイン・へ

°―シ
・
へもどつて

下さい。

NOT ENOUGH SPACE ON DISK

テ
・
ィスクに十分な容量が無く、ファイJレを変更して、セーフ

・
できません。[ESC]を押してください。

子
・
ィスクに容量を空けてから、この手順を繰り返してください。

Ｆ 力
Ｌ雷



ここでは、RD-80eの MIDIハ
°
ラメーターを設定することができるのでます。アウト・,レーターや、

他の機器とのシンクロ機能などを含んでいます。

[MIDI]キーを押すと、最初のメニュー機能が現れます。

[INC]と [DE咽 キーを使 って、機 能を選 び、[ENTE円 を押 します。

次の機能が表示されます。

―

アウト・Jレーター               シンク・イン              シンク・アウト

* Out Router(ア ウト・ルーター):ッンク
・
の各 トラツク(MIDIチャンネ,レ)からくるMIDI予

・―
夕の、どれをサウンド・

シ
・
ェネレーターまたはMID1 0UTホ

°―トヘ送信するかを設定する機能です。

* Sync in(シンクインたシ
・
ョイ・ホ
°―卜[MIDI IN]ホ

°―卜から受信したシンクロロメッセーシ
・
のどれを、

RD-30eが認識するかを設定します。

* Sync out(シンク・アウト):どのシンクロ・メッセーシを[MID1 0U司 ホと卜へ送信するかを設定します。

注意
MIDI部に関連する′ヽ

°
ラメーターの変更は自動的にメモリーされます。  .

[ESC]キーを押すと、メイン・へ
°―シ
・
へ戻ります。

8.1アウト・Jレーター

アウト・サレーター機能を使うと、各トラツク(MIDIチャンネルに対応)に関連する、どの予
・―夕を、内部のサウント

・・

シ
・
ェネレーターかギ[MIDI OU刊 ホとトヘ送信するかを、設定することができます。

MIDIメニューから、アウト・,レーター機能を選び、[ENTE可を押します。

テ
・
ィスフ
°
レイには、MIDlチャンネ,レ1(トラック)の現在の設定が表示されます。

圧1耳

ギ

Ｆ

トラツク11まサウンド・シ
・
ェネ トラツク1は[MID1 0U司

ホ
°―トヘ送信されますレー

コ 昭
耳
田

田
四

ギ

ど”
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図が示すように、テ
・
ィスフ
°
レイの3つの点はトラックが [MID1 0U司 ホ

°一トヘ送信される状態を表示

しています。

[DE日 と臣NC]キーを使って、トラツクを選び、[REW](Dにable)と[F可(Enabに)で、とトラツク・

テ
・―夕を [MID1 0UT]ホ

°―卜へ送る,♭―卜を設定できます。

要な注
[MIDI OU司 ホ

°―トヘ割り振られたトラックは、内部サウント
・・シ
・
ェネレーターでは演奏できませ

んが、
チャンネル受信を設定した、外部MIDl機器によってのみ演奏できます。

操作が終わったら、[ESC]キーを押すと、この画面から出られます。変更はすべて自動的に

セーフ
・
されます。この機能から離脱すると、そのソンク

・
は、変更を実行するためりロート

・
されます。

8.2 SYNC IN(シンク・イン)

シンクイン機能は、シ
・
ョイ・ホと卜に接続したMIDHNホ

°一卜にある、シンクロナイセとションに関連した、どの
リア,レタイム・メリセーシを、RD-80eに認識させるかを設定するものです。

リアルタイム・コードは、メッセーシ
・
のコントロールや、シンクロナイど―ションに使用されるMIDiメッセーシ

・
の中で、最

優先されるものです。それぞれのメッセーシ
・
の機能は下記の通りです。

MIDIメニューか ら SYNC IN機 能を選 び [ENTE刺 を押 します。

(MIDIメニューは停止状態でMIDIキーを使うことを意味します。)

(SYNC iNは 画 面 では Shと なります。)

予
・
ィスプレイには、設定可能な、最初のリアルタイム・メッセーシ

・
が表示されます。メッセーシを択ぷには

[INC]と[DE岨ホ
・
タンを使います。画面は次のようになります。

「 I P  I田
L IL
MIDIクロック

rlゴ悟
コマント
・

EIゴ1餌
コ
ツンク
・・ホ
°
シ
・
ション・ホ
°
イン

シンクロナイセとション・メッセーシを選択したら、[F可(Enabに)で受信を可能にするか、[RE瑚 (Disabに)

で受信不可にするか、してください。ディスプレィ|こ3つの点が出ていると、メッセーシ
・
の認識がで

きる状態を示します。

Ａ
い
‐
１
／

斉 島
Ｆ

ツンク
・
セレクト



耳IFは
「

―
~ f 口

―     E「―

ソンク
・・セレクト・メッセーシ

・
買封言う下可          ッンク

・・セレクト・メッセーシ
・
授封言1可

表示は他のシンクロナイセとシヨン・メッセーシ
・
と同様です。

キ クロック:MIDlクロック受信の可/不可。この機能を可能にすると、シ
・
ヨイ・ホ
°―卜のMIDI INホ

°―ト

に接続した送信機器によってリアルタイムで、RD-80eの テンホ
°
数値 bpm(ヒとツ・ハ

°一・ミニッツ)が

アッフ子と卜されます。RD-80eが このメッセーシを見つけられないと、自分自身の内部時計に

戻ります。

キ コマントl MIDIのスタート、ストッフ
°
、コンティニュー、各メッセーシ

・
の受信の可/不可をコントロールします。

それぞれ、[PLAYl,[STOP],[PAUSE]ホ
・
タンに対応します。この機能がオンになつている

と、RD-80eは 、シ
・
ョイ・ホ
°―卜のMIDI INホ

°―卜から受信したコマンドを実行します。

ネ ツンク
・・セレク性ツンク

・
選択のMIDIメッセーシ

・
受信の可/不可。

* ツンク
・・ホ
°
シ
・
ション・ホ
°
インター:選択したソンク

・
の小節数を示す、MIDIメッセーシ

・
受信の可/不可。

操作が完了したら、[ESC]キーを押すと、この画面から出られます。変更事項はすべて自動

的に保存されます。この機能から離脱すると、そのソンク
・
は、変更を実行するためりロート

・
され

ます。

8.3 SYN0 0UT(シンク・アウト)

シンク・アウト機能は特別なMIDlシンクロナイセとション・メッセーシ
・
の送信を可能にします。

MIDlメニューか ら SYNC OUT機 能 を選 び [ENTE可 を押 します。

(MIDIメニューは停止状態でMIDIキーを使うことを意味します。)

(SYN0 0UTは 画 面では Souとなります。)

,テ
・
ィスフ
°
レイには、設定可能な、最初のリアルタイム・メッセーシ

・
が表示されます。メッセーシ

・
を択ぶには

[INC]と[DE岨ホ
・
タンを使います。画面は次のようになります。

電

Ｌ
Ｆ

r _

ッラク
・
セレクト

‐ ゴ
Ｆ

ツンク
・・ホ
°
シ
・
ション・ホ
°
インター

ゴIE
コマント
・

津
Ｌ

ゴ

」
MIDIクロック



耳 Ｆ と
Ｆ

ツンク
・・セレクト・メッセーシ

・
逆封言う下可

シンクロナイセ
・―ション・メッセーシ

・
の選択が終わったら、[F可(Enabに)で、受信可か、[REⅦ

(Dにabに)で受信不可、のどちらかを選んでください。

r

_~fl「_~IL
ツンク
・・セレクト・メッセーシ

・
送信可

ディスプレイは他のシンクロナイセ
・―ション・メッセーシ

・
と同様です。

米 クロック:MIDIクロック送信 の可 /不 可。 RD-80e内 部 の MIDiクロックをMID1 0UTホ
°一卜へ の

送信可/不可をコントローJレします。この機能をオンにすると、MID1 0UTホ
°―卜へ接続し、受信

可能になっている、他のテ
・
ハ
・
イスのテンホ

°
とシンクロできます。

*コ マントl MIDIのスタート、ストッフ
°
、コンティニュー、各メッセーシ

・
の送信の可/不可をコントロールします。

[PLAYl,[STOP],[PAUSE]ホ
・
タンが押 され ると、と、RD-80elよ 、MID1 0UTホ

°一トヘ

メッセーシ
・
を送信します。

* ツンク
・・セレクトッンク

・
選択のMIDiメッセーシ

・
送信可/不可。 この機能がオンになっていて、

RD-80eが ツンクを選択していて、([ENTE可を押すと、関連するメッセニシ
・
がMID1 0UTホ

°―ト
ヘ送信されます。

* ソンク
・・ホ
°
シ
・
ション・ホ
°
インター:選択したッンク

・
の小節数を示すホ

°
インターのMIDIメッセーシを送信の可/

不可をコントロールします。この機能がオンになっていて、[REⅦ と[F可キーで、ツンク
・
の小節

が選ばれていると、RD-80eは、その小節に達するメリセーシ
・
をMID1 0UTホ

°―トヘ送信
します。                  |

操作が完了したら、[ESC]キーを押すと、この画面から出られます。変更事項はすべて自動
的に保存されます。この機能から離脱すると、そのリンク

・
は、変更を実行するためりロート

・
され

ます。



Ｌ
Ｆ 野
フ
°
レーモート
・

ど
Ｆ 軍
ゴ
Ｔ

テ
・
ィス

ユーテイリティセクションには、RD-80eの 便利なアクセサリー機能があります。

MIDi部と同様に、これらの機能は停止状態でアクセスできます。[UTIL∬Ⅶ キーを押し、[INC]

と[DE岨キーを使って、下記の中から選択します。

島
ｒ

Ｈ
Ｆ

外部予
・
ィスフ
°
レイ

凸
Ｆ

凸
二

ヒ
・
テ
・
オ・インターフェース

プレーモート1オール・プレー・ッンク
・
と歌詞のマスタースイッチの状態を示します。

テ
・
ィスク:フロッピー・テ

・
ィスクのフォーマットとコピー機能にアクセスできます。

ファイルファイルのコピー、削除機能です。

ク
・
ラフイックLCD:RD-80eに 接続できるク

・
ラフイック・予
・
ィスプレイの設定にアクセスできます。

ビデオインターフェース:ビテ
・
ォィンターフエースの設定用′ヽ

°
ラメータすがあります。

ホ
・―力,レ・ハーモナイザー:リモートホ

・―力,レ・ハーモナイザーの設定用′ヽ
°
ラメーターです。

必要な機能を選んだら、[ENTE刺を押して、内部の′ヽ
°
ラメーターにアクセスして下さい。

[ESC]キーを押すと、メイン・へ
°一シ
・
へもどります。

,

ク
・
ラフイックロテ
・
ィスフ
°
レイ、 ヒ
・
テ
・
オ・インターフエース、ホ

・一カル・′ヽ一モナイサ
・―の設定についてrよ、

それぞれの取扱説明書をご参照下さい。

島
Ｆ

Ｈ
甲

ファイJ♭

ホ
・―カル・′ヽ一モナイサ

・―



9.1フ
°
レーモート
・

プレー・モート
・
機能を使って、リンク

・
の演奏モート

・
、つまり、オール:プレー・ソンク

・
と歌詞マスタースイッチの

設定ができます。

この機能を選ぶと、予
・
ィスフ
°
レイは下記のモート

・
を表示し、[INC]と[DEロキーを使って、選びます。

, l,

オール・フ
・
レー・ツンク
・
野lP―

歌言司マスタースイッチ

*オ ー,レ・プレー・モートとこの機能がオンになつていると、1つのソングが終わると、次のソングが日―ド

され、自動的に演案します。このように、フロッピー・テ
・
ィスクに保存された、最後のソンク

・
まで

続けて演奏されます。

*歌 詞マスター・スイッチ:この機能がオンになつていると、RD-80eは演奏中のソングのMIDlカラオケ

データを [MID1 0U司 ホ
°―トヘ送信します。ク

・
ラフイツクLCDディスプレイの ビテ

・
オ・インターフエースの

ような周辺機器が接続されていないと、この機能は使えません。これはツンク
・
の日―ド時間

が長くなるのを防ぐためです。

この機能をオンにするためには、[F日(Enab格)ホ
・
タンを押します。オフにするには[REW](Dttabに)

を押します。 テ
・
ィスプレイに3つの点があるときは、この機能がオンになっていることを示してい

ます。

歌詞マスタースイッチの状態も同様に表示されます。

操作が終わったら、[ESC]キーを押して下さい。変更を保存してユ
Aテ
ィリテイ・メニューヘもどります。

982テ
・
ィスク機能

ユーティリティ・メニューでDISK(画面ではdに)を選ぶと,RD-80eで使えるフォニマットとコピー機能があり

ます。テ
・
ィスプレイに次の機能が表示されます。

オール・フ
°
レーモード

機能不可

720Kb(2DDX砂 フロッヒ
°―

の

FIP_afH

オール・フ
°
レーモード

機能可

1.44Mb(2HD)のフロツピー

の
フロッヒ
°―のフィン
・
力,レ・コ

ヒ
°―

Ｌ

Ｆ

一

ｒ ｒ
Ｆ Ｆ

[INC]と [DE岨 キーを使って、機能を選び、[ENTER3を押します。



9.2.1テ
・
ィスクのフォーマット

新しいフロッピー・テ
・
ィスクは使う前にフォーマットが必要です。RD-80eでは、ハ

°
ソコンやシーケンサーと同じ、

MS―DOSフォーマットを使用しています。

,

フォーマットをすると、フロッピー・テ
・
ィスクの内容はすべて失われます。

フォーマットを始める前に、フロッピ…ディスクが720Kbか 1.44Mbか確認して下さい。

次に、フロッピー・テ
・
ィスクをドライフ1こ入れ、[ENTE配ホ

・
タンを押します。操作実行の確認画面が

表示されます。

実行していいですか、という意味です。

もう一度 EENTE刺 キーを押すと、フォーマットを開始します。 [ENTE刺 の代わりに EESC]を

押せば、実行をやめて、前の画面へもどります。

フォーマットが始まると、画面は進行度合いをハ
°一セントで示します。

P ~ f l P ~ f l P ~ f
P_r lP_f lP_f

da O%                      a10o96

フォーマット中は、RD-30eは 、どのホ
・
タンも受け付けません。

フォーマットが終わると、 次の表示が出ます。

フォーマットが成功したことを示しています。

注
フォーマット中は、ディスクを取出したり、RD-80e‐の電源をオフにしたりしないで下さい。

フロッヒ
°…テ
・
ィスクのフォーマットの際には、容量に気をつけて下さい。

⇒

戸四
軍

周
四
周
郷

ｆ

ｆ

ゴ角
算
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9.2.2予
・
イスクのコヒ

・―

RD-80eは フアイルの種類(RD-80eに 関係のないファイルを含みます。)に関わりなく、フロッピ
ー・

テ
・
ィスクの内容を、同容量の別の予

・
ィスクヘコピーできます。

読込み/書込みの時間はツース・テ
・
ィスク(コピー元のテ

・
イスク)のテと夕量とは比例しません。何故な

らば、 コピーの実行はコピー先の予
・
ィスクのすべての内容に、元予

・
ィスクの内容を上書きするた

めです。そのために、コピー先の予
・
ィスクの内容はすべて失われることになります。

ユーティリティ・メニューの CPYを 選んでから、ツース・予
・
ィスクを入れ、EENTE刺を押します。画面は

次のようになります。

ツーステ
・
ィスクを入れた確認の後、次の画面になります。

-  1 ニ    ム l A ―

P_f lP~f戸 IP_l

これは読込みを開始したことを示し、続けて、システムはツ
ース・ディスクを取り出して、

コーヒと先予
・
ィスクを入れるように指示してきます。

システムはコピー先予
・
ィスクに書き込みを始め、画面は次のようになります。

圧戸
野



ゴ角

処理が終わると、次の画面に変わつて、

予
・
ィスクのコピーが成功したことを示します。

テ
・
ィスクを取出し、差込みには、充分注意して下さい。RD-80eが 指示してきたとき
にだけ、これを行って下さい。 卜

・
ライフ
・・ヘット
・
が安全な位置に移動するのに、少し時

間
がかかるからです。
システムの指示がある前に、コピー先の予

・
ィスクを入れた場合は、のフォーマットの際には、

テ
・
ィスクを一度取りだして、メッセーシ

・
出るのをお待ち下さい。

読込み/書込みの処理中に、[ESC]キーを押すと、コヒ
°一を中止します。子

・
ィスプレイは次のように

なります。

開いているファイルを開じるのに、少し時間がかかります。



戸

982.3テ
・
ィスク宙「てDエラー・メッセーシ

・

FLOpPY DISK PROTECTED

このテ
・
ィスクはライト・プロテクトがかかってぃます。データを保存したり、フォーマットしたりできません。

テ
・
イスクの角のタフを開じ、再ぴ卜

・
ライフ1こ入れて、[ESC]を押して下さい。それから、再び

コピーゃフォニマットを行って下さい。

FLOPPY DISK DAMAGED― INCORRECT CAPACITY

このテ
・
ィスクは壊れていて使えないか、要求された容量を超えています。[ESC]を押して

フロッヒ
°一・テ
・
ィスクを交換し、コピーゃフォーマットを行って下さい。

FLOPPY DISK NOT INSERTED

卜
・
ライフ
・
にフロッヒと・ディスクが入っていないので、要求された作業は実行できません。もしも

テ
・
ィスクが入っている場合は、しばらく待ち(システムがフロッピー・テ

・
ィスクを認識する時間が必要

です。)、再度、オヘ
°
レーションを繰返して下さい。あるいは一度、フロッヒ

°一・テ
・
ィスクを抜き差しして

下さい。

[ESC]を押してメニューヘ戻るか、フロッピー・テ
・
ィスクを差込んで、再度試みて下さい。

FORMATTING ERROR

フォーマット中にエラーが起こりました。作業を完了できません。テ
・
ィスクが使えないかも知れ

ません。[ESC]を押して、ユーティリティ・メニューヘもどって下さい、。

戸

戸



戸
及
ンンク,レ・ファイ,レをコヒ

ー
丁●

9.3ファイJレ機能

ユーティリテイ・メニューからファイル(Fil)`へ入ると、2つの機能ヘアクセスできます。

* ファイJレ・コヒ
°一:1つ のフロッピー・テ

・
ィスクにある1個以上のフアイルを他のフロッピー・テ

・
ィスクにコピー

する機能です。

* フアイル・テ
・
リーにテ
・
ィスクに保存したファイルを予

・
り…卜する機能です。

[SONG]あ るいは [LIS刊ホ
・
タンを押して、コピーまたはデリートしたいフアイルのタイプを選ベ

ます。

9.3.1ファイJレをコヒとする

ファイル・コピー機能を選ぶと、[INC]と[DEC]ホ
・
タンを使って、白ピーしょぅとするツンク

・・ナンハと

またはリストを選ぶことができます。([SONG]と [LIS司ホ
・
タンはフアイルロタイプを選びます。)

重要な注意
コピー先のテ

・
ィスクがコピーしようとしているファイルと同じ名前のフアイルをもっている場合は

システムは今あるファイルを上書きします。

選択が終わったら、[ENTE刺を押して予
・
ィスプレイに表示されたフアイ川こ対応するナン′ヽ

・―によっ

てコピーを実行します。

子と夕読込みの間に、下記の画面が現れます。

ます。し
日
ｔ

Ｔこつヽよす出取を
クスイ一Ｔ一死

よム”丁スソヽこ次

頓
戸
貴

約

下
名
翼

シンクJレ・フアイルをTリ
ートTる



とゴ

それから、コピー先テ
・
ィスクを入れて下さい。

すぐに、テと夕はコピー先予
・
ィスクに書きこまれます。

て、他のフアイルをコピーする必要がれば、

これはコピーが成功した確認です。

ファイル選択画面が再び現れて、別のコピーを続行することができます。

読込み/書込みの処理中に、[ESC]キーを押すと、ファイルのコピーを中止します。

ディスプレイには次の画面が出ます。

二、シス雛
親

ム

法頗印印
泌
孫
孫

豊
宮
一万
一死

一
ヽ
　
・才
■

協
野
鋸

↓先

母

知

い
母

毘

ぼ
敵
陥

船
調
ル

払

指

翔

し

　

　

ｏ
」

だ

阻
　
峨
郷
　
側

ス

　

ｏ

、っよ

開いているファイルを閉じるには時間がかかります。
フロッヒ
°一ロテ
・
ィスクを入れて下さい。

中止した機能を取り消すには、有効な

注

テ
・
ィスクの抜き差しは、シス予ムが指示したときにのみ、細心の注意を払って行って下さ
い。
卜
・
ライフ
・・ヘット
・
が安全な位置に移動するのに、少し時間がかかるからです。

システムの指示がある前に、コピー先の予
・
ィスクを入れた場合は、のフォーマットの際には、

ディスクを一度取りだして、メッセーシ
・
出るのをお待ち下さい。



9.3.2ファイルのテ
・
リート

ファイル・デリート機能を選ぶと、臣NC]と [DEC]ホ
・
タンを使って、予

・
リートしたいツンク

・
、またはリストを

選ぶことができます。(ファイルの種類を選ぶ場合は、[SONG]と [uSロ ホ
・
タンを使います。)

選んだら、[ENTE可を押して、テ
・
ィスプレイに表示された番号に対応するファイルのテ

・
リートを実行

します。

テ
・
ィスプレイには実行確認の画面が出ます。

これはAre you sure?の意味です。[ENTE刺を押すと、実行を確認し、[ESC]を押すと中
止します。

[ENTER]を押した場合はファイルはテ
・
ィスクから完全にテ

・
リートされます。実行中には、次の画面

が出ます。

実行が終わると、次の画面になります。

デリートが成功したことを表示します。

9.3,3ファイル部のエラー・メッセーシ
・

DISK PROTECTTED
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目用

DISK NOT IN DRIVE

LVDテ
・
ィスプレイで歌詞を表示するためには、歌詞マスタースイッチをオンにしなければ

なりません。この機能の設定は9.1をご覧下さい。

卜
・
ライフ
・
にテ
・
ィスクが入っていません。指示されたオヘ

°
レーションは実行できません。もしも

フロッヒ
°一・テ
・
ィスクが入っている場合は、しばらく待って(RD-80eがフロッピー・テ

・
ィスクを認識

する時間です)から、再度試して下さい。あるいは一度テ
・
ィスクを抜き差ししても良いです。

この画面から出るには [ESC]を押します。

DISK ERROR                H

予
・
ィスクが壊れているか、使用できない状態です。[ESC]を押してフロッピー・テ

・
ィスクを交換

して下さい。

NO同 LE

フロッヒと・テ
・
ィスクにソンク
・
かリストが含まれていない場合にこのメッセーシ

・
が現れます。従って

コピーやテ
・
リートのために、フテイルを選ぶことはできません。

9.4ク
・
ラフイツクロテ
・
ィスフ
・
レイ(オフ
°
ション)のコントローザレ

RD-30eの背面のシ
・
ョイ・ホとトヘ、ホ

・
イス・システムのLVD液晶子

・
ィスプレイ(オプション)を接続できます。

ク
・
ラフイック・予
・
ィスフ
°
レイには演奏している部分の歌詞も表示されます。接続方法は4をご参照下

さい。

田用



虎寮
Font Type

ユーティリティロメニューで、 臣NC]と [DEC]ホ
・
タンを使って LCDビテ

・
オロヘ
°―シ
・
を選び、EENTE可 を

押して下さい。フォントとカラオケのスヘ
°
'レ・タイフ
°
選択機能ヘアクセスできます。

辛 フォント・タイフl LVDテ
・
ィスプレイに表示される文字サイス

・
を選択できます。

辛 スヘ
°
,レ,タイフlカラオケのスヘ

°
,レ・タイプ(演奏される歌に想定されるスヘ

°
,レロタイフめを選択できます。

必要な機能を選んで、[ENTE円 を押すと、セッティンク
・
画面ヘアクセスできます。

注意

これらの機能はLVD予
・
ィスプレイが正しく接続されているときにのみ有効です。

接続していないと、次の表示が出ます。

これはインストールされていません、という意味です。

9.4.1フォント・タイフ
°
を選おヽ

予
・
ィスプレイに表示される歌詞のフォント・タイプを設定するには、フォント・タイプ機能 (画面ではFon)

を選び、[ENTER3を押して下さい。最後に選んだフォントが表示されます。

P ~ f
P _ f

NomalFont

[INC]と [DEC]ホ
・
タンを使って、文字サイスを選び、

メニューヘ戻ります。設定は自動的に保存されます。

Big Font

[ESC]を押します。これでユーティリティロ

Spegttng Type

ｆ

ｆ



984.2スヘ
°
ル・タイプを選ぶ

ク
・
ラフイック・テ
・
ィスプレイでは、スヘ:Jレ・タイプの設定もできます。 スヘ

°
,レ・タイフ
°
機能(画面はSpDを呼び

出すと、画面は次のようになります。

P ~ f
P _ f

Reverse Stting        capttis sttng

* りAとス(反転〉カラオケが反転文字で表示されます。

* 大文字:カラオケが大文字/小文字で表示されます。

選んだら、[ESC]を押すと、この機能を終了して、ユーティリティギニューヘ戻ります。設定は自動

的に保存されます。

9.5ヒ
・
テ
・
オ・インターフェースに関連した設定

演奏中のソンク
・
の歌詞を、通常のテレビで見たい場合は、ホ

・
イス・システムのHVPまたはVIPをRD―

80eにつなぐことができます。

ユーテイリティロメニューから、ビデオインターフェース(画面ではinoを選び、EENTE田を押します。

テ
・
ィスプレイにはHVP,VIP設定画面が表示されます。

辛 フォント・タイフlテレヒ1こ表示される文字サイス
・
の選択。

*ハ
・
ック・カラ三:テレビスクリーンの背景色の選択。

ネ 予キスト・カラー:歌詞の色の設定。

十 スヘ
°
,レ・カラー:想 定されたツンク

・
が演奏されている場合、スヘ

°
,レに関連する歌詞の色の設定。

ｆ

ｆ

圧
用寮

Font Type

角 力
Ｌ圧

Back Color

生 ，
生圧

T e x t  C o l o r

算 力
Ｌ圧

Spe‖ Co8or

戸
上
，
生圧

Chord Co8or



*コ ート
・・カラー:歌詞と一緒に表示される、コート

・
の色の設定。

[DEC]と[INC]キーを使って、機能を選び、[ENTE可を押すと、その設定が表示されます。

注意

これらの機能はHVPか VIPが正しく接続されているときにのみ有効です。
接続していないと、次の表示が出ます。

これはインストールされていません、という意味です。4.の接続をご参照下さい。

9.5.1フォントコタイフ挽登英墾尤キ

フォント・タイフK画面ではFon)を選んだら、テレヒ
・
に表示される歌詞のサイス

・
を調整できます。画面

は次のようになります。

P ~ f
p _ f

Norrnat Font                  Btt Font                 ExtratBig Font

ノーマル・フォンに大画面テレヒ1こ合うノーマルサイス
・
です。

ヒ
・
ック
・・フォンL 中型テ

・
ィスプレイに合う大きな文字です。

エクストラ・ビック
・
フォンに小型スクリーンに合う、ヒ

・
ック
・・フわ卜より大きい文字です。

選んだ後で、[ESC]キーを押すと、この機能を終了して、設定を保存します。

9.5.2色の選択

テレビの色の設定(′ヽ
・
ック・カラー、テキスト・カラー、スヘ

°
,レ・カラー、コート

・・カナ)が終わつたら、[ENTE刺

を押して下さい。テ
・
ィスプレイには、呼び出された機能のカラーに関連する番号が表示されます。

次へ
°一シ
・
の表は使用できるカラーの数値をリストアップしています。

ｆ

ｆ
Ｆ
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Colo『 諄 Bac■ Cobr Text Col●r S脚母1,Colo『 Chord Col●r

31ack Btack Black rreverseB Black
２ Naw Naw Naw rttYlersel Naw
３ R e d Red Red freversel Red
４ Pink Pin孟 PinlK freve馬卜el Pink
５ Gtten Gtten Gtten frevette〕 6reen
６ Brue Blue 31ue rreversel B!はe
７ Yettow Yeilow Ye対o的けギrev田ほe〕 Ye‖ow
８ Wh確 WhRe WhRe freverse〕 Whtte
９

Black
０

Naw

Red
２ ｋｎＰ

３
Gに eln

４
31ue

５
Yettow

６
VVhtte

設定が保存されます。

9.6ホ
・―カル・ハーモナイサ

・―

個々では、ホ
・
カルー′ヽ一モナイサとの設定について説明します。

接続についての詳しい説明は、4.接続 の項をご覧下さい。

ホ
・
カルー′l―モナイサと(画面はHar)を選ぶと、設定画面ヘアクセスできます。機能に関連した画面は下

通りです。

L

押|。|ご
一

Harmony Channel

か
上
"|ど

-

Lead Channel

押野と
T y p e

，
上“

拝
Harrnony Level

，
生
力
上一

Lead Level

，
上戸 一

Reverb LeveE

力
及０

ぷ
Delay LeveE



タイプ:′、―モナイセ
・―ションのタイプを選択する機能です。

′ヽ―モニー・チャンネル HVPが 受信する′ヽ―モナイセ
・―ションのテ

・―夕をどのMIDIチャンネJレヘ割り振るか

を設定する機能です。     、

リード・チヤンネ,比(リキ
・・モードがオンになつているとき)、メロ子

・
ィニラインのオート・チューエンク

・
が実行

されるMIDIチャンネルの設定機能です。

′ヽ―モニー・レヘ
・
ル ′ヽ一モナイセとションのホ

・
イス・レヘ
・
ルを設定する機能です。

リード・レヘ
・
ル:メロテ
・
ィ・ラインのオート・チューエンク

・
に使うホ
・
イスのレヘ
・
ル設定をする機能です。

りAとフ
・・レヘ
・
サ佐室内の音の伝播をシミュレートした、リハ

・―フ
・
効果のレヘ

・
ルを設定する機能です。

テ
・
ィレー・レヘ
・
ル:信号の繰返しによつて得られる、テ

・
ィレー効果 (通常、エコー効果と呼ばれます)

レヘ
・
,レ設定に使います。

これらの機能はHVPホ
・
イス・′ヽ―モナイザーが正しく接続されているときにのみ有効です。

接続していないと、次の表示が出ます。

これはインストールされていません、という意味です。

機能を選んだ後、[ENTE刺を押して、内部の設定ヘアクセスできます。

9.6.1ハーモニセ
・―ションのタイフ

°

タイプ機能(画面はTyp)を選ぶと、′ヽ一モニど―ションのタイプを選ぶことができます。

選んだら[ESC]を 押して、メニューヘ戻ります。設定は自動的に保存されます。



986.2′ヽ一モナイサ
・一MIDI受信チャンネルの設定

ハーモニーチャンネ,レ(画面はH―C)とリード・チャンネル(画面L―L)機能を使って、HVPの′ヽ―モニーチャンネル

とリート
・・チャンネ,レそれぞれの、MIDIチャンネJレを設定できます。

ハーモニーチャンネJレには、ホ
・
イスの′ヽ一モニセとションのためのコードが含まれています。一方、リート

・
チャン

ネ,レには、ツンク
・
のメロ予
・
ィ・ラインが含まれています。

リート
・・タイフ
°
A―モニセとションが使われていると、リート

・
チャンネJレだけが存在します。(選択手順は、

9.6.1参照)

この機能を選ぶと、現在のMIDIチャンネルがテ
・
ィスフ
°
レイに表示されます。

この例では、選ばれたチャン和レ(リードまたはA―モニー)は、MIDIチャンネル5に設定されています。

[DEC]と 口NC]ホ
・
タンを使って、MIDけャン和レを選び、[ESC]を押して下さい。設定が

保存されて、予
・
ィスプレイはユーティリティ・メニューヘ戻ります。

9.6.3レヘ
・
Jレの設定

ハーモニー・レヘ
・
サレ、リート
・・レヘ
・
,レ、りA・―フ

・・レヘ
・
ル、テ
・
ィレー・レヘ
・
サ♭、各機能 (画面ではそれぞれ、H―L,

L―L,r―L、d―L)で、それぞれのレヘ
・
ルを調整できます。リハとフ

・
とテ
・
ィレー効果はマイクからのオリシ

・

ナル信号から、ホ
・
イス・ハーモナイサ

・一へつないだ機器にも効果があります。

リート
・・チャンネルは、リート

・・タイフ
°
の′ヽ一モニセ

・―ションが使われるときだけに、現れます。(選択方法
は 9ヽ86.1参照)

機能を選ぶと、テ
・
ィスプレイには現在のレヘ

・
,レが表示されます。この数値は[DEC]と 田NC]

ホ
・
タンを使って修正できます。レヘ

・
ルの適用される数値の範囲は127から0までです。(0は

HVP存在しない場合です。)

これらのオヘ
°
レーションを完了するには、[ESC]キーを押して下さい。設定が保存されて、テ

・
ィスフ
°
レイ

はユーテイリティ・メニューヘ戻ります。

周
郷圧



リストは、RD-80eが ロードし、自動的に次々と演奏する、すでに作られた
一連のリンク

・
のシーケン

スです。 このシーケンスはユーサ
・一がフ柏ク
・
ラムでき、LISTファイル(.LST)の形で保存できます。

RD-80e作 ったリストには、演奏されるファイル名を含む各段階からできています。(ファイサけン′ヽ
・一

は表示されません。)こ のため、後で、テ
・
ィスクにソンク

・
が追加されても、リストは正しく演奏します。

ソンク
・
の各シーケンスは、64段階までのステップをもつています。言い返れば、64ツンク

・
まで連結で

きます。

10.1リストを作る

リストにはフロッヒ
°…予
・
ィスクに保存されたソンク

・
が含まれています。リストを作りたいツンク

・
を含む

予
・
ィスクを入れて下さい。

停止状態で、ツンク
・・モードを選び、[凹S司 キーを長押しします。[日S■ のLEDが点減をはじめ

ます。 [SONG]の LEDは点灯したままになります。(選んだツンク
・
をステッフ1こ割り振ら無けれ

ばなりません)テ
・
ィスプレイは次のようになります。

0

これは、リストの最初のステッフ1こは何もないことを示してします。

[REⅦ と [F司ホ
・
タンを使って、最初のステップヘ入れるリンク

・
を選びます。選んだら、[ENTE刺

を押して下さい。システムはそのステップをセーフ
・
し、その後に別のステップを追加します。画面は

エンプティを示します。

[ESC]を押すと、表示されたステップの子と夕は予
・
リートされ、次のステップが移動します。ステップを  

~

空のままにしておくと、リストの演奏の際は無視されます。

リスト全体が完成するまで、上記の手順を繰返して下さい。

42           
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10.2リストをセーフ
・
する

リストの作成時には、[REC](SAVE)キーを押すと、いつでもリストをフロッピー・テ
・
ィスクに保存できます。

ディスプレイは次のようになります。

EI工を1生~
_~fl「_fや

これは、確かに、実行して良いですか、という意味です。

EENTE刺を押すと、セーフ
・
を実行します。[ESC]を押すと、

セーフ
・
実行中、画面は次のようになります。

セーフ
・
を取りやめます。

実行が終了すると、リスト選択画面へ戻ります。

セーフ
・
しないでリストの作成をやめる場合は、[LIS刊キーを押して下さい。

RD-80eで作ったリスト・ファイルは、すでにテ
・
ィスクにある、リストの後ろに置かれ、次のような名前

がつきます。

_RD_nnnコist

_R_はファイル名の固定部分で、nnnは連続番号です。(最後のフアイルは_R_tlとなります。)
これは、作られたファイ,レは常に最後に置かれることを意味しています。たとえば、はじめの

ファイル名が _R001 Jstだと、次のファイル名は _L002.にtとなります。

10.2.1セーフ
・・リストのエラーメッセーシ

・

DISK ERROR

戸
テ
・
ィスクが壊れています。セーフ

・
を実行できません。



戸
戸ゴ

DISK PROTECTED

リストを選びセーフ
・
しようとしているテ

・
イスクはライト・プロテクトがかかっています。

子
・
ィスクの角のタフを開じ、再び卜

・
ライフ1こ入れて、[ESC]を押して下さい。

DISK FULL

このテ
・
ィスクには、今作ったリストをセーフ

・
する十分な空き容量がありません。

10.3リストを演案する

リストを選ぶには、メわ画面から[LIS司ホ
・
タンを押し、[INC]とEDEロキーを使って、リストの番号

を選びます。次に[ENTE可を押します。

[PLAY3キーを押すと、リストの最初のソンク
・
が演奏されます。最初のリンク

・
が終わると、2番目の

ツンク
・
が自動的にロート

・
され、演奏されます。そのようにして最後のソンク

・
まで演奏されます。

[STOP]を 押すと、演奏中のソンク
・
が中断され、リストの最初のリンク

・
が再度ロート

・
されます。

ソンク
・・モート
・
へもどるには、ハ

°
ネルの同じ名前のキーを押し、[ENTE可を押します。

リストの中のいくつかのソンク
・
がデリートされていると、リストの演奏中には無くなった

リンク
・
があつたステップは飛ばされます。ファイルを予

・
リートするときには、この点にご

注意下さい。
リストの演奏中には、フロッピー・テ

・
ィスクをに抜き出さないで下さい。

，
上
Ｆゴ
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戸
田昭

10。3.1フ
・
レー・リスト(のエラー・メッセーシ

・

NO FILE

挿入したフロッピー・テ
・
ィスクには、リストファイルはありません。

NO SONG

リストにソンク
・
がないか、選んだツンク

・
はフロッピ…・テ

・
ィスクに保存されていません。

NOT PLAYTABLE SONG

_|_|「‐
f

演奏しようとしているリストのリンク
・
はMIDiファイルスタンタと卜

・・コードではありません。がるいはMIDI

フォーマット1のフアイルは16トラック以上になっています。

10.4リスト・ファイル1曽理

これまで、どのようにすれば、フロッヒ七・テ
・
ィスクに保存したソンク

・
ファイル(.m問)をコピーしたり、保存じ

たりできるか、みてきました。リストについてもまったく同様で、フロントハ
°
ネルの[凹S■ ホ

・
タンを

押すとこれらのオヘ
°
レーションができます。

[SONG]を 押すと、.m酒ファイルの管理画面へもどります。

軍
爵月



Ｈ
耳
写圧

11.1ファクトリー・セッティンク
・

これは、使用者が行った変更をすべて消去して、購入時の状態にもどす機能です。

[REC]ホ
・
タンを押したまま、RD-80eの電源をオンにします。次の画面が現れます。

これは、ファクトリーセッティンク
・・アップという意味です。

ハ
°
ラjは下記の表のように設定されています。

REAL ttME FUNCn10N3                LCD SETT:脚 備
VDiLLme Mald3畿 NRPN                     F9配 =0〔 Norrn)

VO:Lllme Level母 127                      Speli酢増Type告 0(R● 峰 rse〕

Tempo単 o行
Tempo壮 ュrにtttn母1203h                   wEDEDIHTERFACE SET口 NeS
MじLe tt Gtt                         Forlt出1
Mじte stttings tt Fack 4 only                B33kgraund Col。『島1{blaSt】
打閥 n S P D S e 掛 0 解                 T e X t  C o l o 「善 e  t W h i 緯}

Transpotte BLAS tt t2                          SPelting 8o38r尊 11ャ 駅号

Chord CaJortt S tOreen〕
略:Dtt FU出0■OWS
R3ute「吉a‖trackどi鋤 led                 HARMONIIER SETrlHeS
Synじin=311拘nstion disttЫed                  ltte tt Har艇oぃy
SyncOuEtt MlDl G10出t電温ly enabled           Harmony CMnn倒 岩5

Lead Channel告 4

PLAY MODE FUNC■ ONS                HaFmOrly Ch金肘路l Level書1側

AH PLay母ong=oT                          Lead Charlnel蜘 =30

L y 高鶴 M a s t e r  S w t t c h 差8 官           R e v e f b  L e v e t 曇6 4

Delに発r Leve!旨 0

11.2ソフトウエアリリースロナンA・Tの表示

現在のソフトウエアのリリース・ナン′ヽとを表示するには、[PAuSE]ホ
・
タンを押したまま、電源をオンに

します。約3秒間、現在のオヘ
°
レーティンク
・
ウステムが表示されます。

その後で、システムは通常のスタート・アップを開始します。

ｆ

ｆ
甲一



11.3スタンハイ桜:能

これはRD-80eをスタンA・イ・モート
・
にする機能です。

[STOP](STAND― BY)ホ
・
タンを3秒間押し続けます。

RD-80eを ふたたび起動するには[ENTE可を押してください。

(ストップ・ホ
・
タンのLEDが点灯して、スタンA・イ状態にあることとを示します。



オヘ
°
レーティンク
・・システムのアッフ

・
テ
・―ト

RD-30eのオヘ
°
レーティンク
・・システムは内部メモリーにあります。

アッフ子
・―卜の作業は簡単にすばやくできます。

RD-80eの 電源を切り、新しいオヘ
°
レーティンク
・
ウステムのフアイJレの入つたフロッピーテ

・
ィスクを入れます。

電源をオンにすると次の画面が現れます。

これはアップテと卜の意味です。RD-80eが システム・ファイルを見つけて、読込み、七
―フ
・
、オヘ
°
レーション

の検証を行っていることを示しています。

セーフ
・
と検証は、RD-80eが オヘ

°
レーション・システム無しに行う、大変デリケートな作業です。

したがって、この作業中はRD-80eの 電源は絶対に切らないで下さい。もしも電源を切る

と、システムはうまく作動しない場合が生じます。その場合はインストールをはじめからやり直して

下さい。

作業が正しく終了すると、ディスプレイにはメインヘ
°―シ
・
が表示されます。

注

オヘ
°
レーティング・システムを含むファイルは、DATA_80.sysという名前です。この名前は

変えないで下さい。
アッフ
°
子
・A卜
中に下記の画面が現れたら、

フロッピー・テ
・
ィスクが壊れているか、無効の アップテ

・―卜・ファイJレが含まれています。

耳 耳野

戸
島
Ｐ
ギ

Ｆ ゴ
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RD‐80c
DATA FiLCR

SOじ職酌滋 RlArF9対

(aH Channers except 10)

ＧＰ GENEtt MiD!
Bank Select
MSB

lst VARlAコ 側
Bank Select
MSB

2nd VARIA刊 ON
Bank Select
MSB

3rd VARIAnON

3rand Piano Diano lw ,lano 4d

3市qht Plano

=.Gttnd Piano

Jonh′Tonk

EledHc Piano l Detne El.Piano l ヨ∝統 Piano lv 3びs Electric Piano

ElecHc Piano 2 Detune Eltt Pian6 2 loctric Piano 2v
ttattchord l うOuDled HDS. ttarDS1 0

D!α所net

3elesta

31oken

Mustt Box

ribes

Mattmba

守 loつon

４ Chimes Church Be‖ 3a劇lon

)uldmer

D屁ョwbar Oraan Detune Oraan l 30.s Orcan l 牙 Ordan 4

Jaz Oroanl Dettne Orcan 2 雰 Ordan 5

ミock Oroan l

3h出にh Ordan l 3hurch OrGan 2 ■htlrrh n「nan■

Reed Oroan

Musete 晦 ordion r機ョlian、

」arrnonica

ranoo A9oo画 on

Nvlon Guitar 」kelele Wvion Guitar o NMon Guitar 2

Steel Guittr 2 Strinos Gu確〕r Mandolin

」azz Guttar ttamalian Cuttar

Glean Qiコitぬrl 3homs Guitar

Muted Gu〕br Funk Guibr Funk Gu,ぬr2

Dverd品ぬ Guitar

Distort Gutt「 Feedback Gular

3uttr Harrnonics Du忙倒「Feedback

ACOL馬 付C Bass l

‐lnger Bass ―inger Bass 2

P16k BaSS 〕icked Bass 2

言redess l

SiaD BaSS l

SiaD BaSS 3

Svnth Bass l Svn Bass 101 Svnth Bass 3

Synth Bass 2 Synth Bass 4 Rubber Bass

範 Violin l Siow Violin

Vi61a

復 問oioncello

範 Double Bass

“ Tremolo Stttnos

空
つ乾発 ato

範 ElarD

立
同mpani

範 Stttru Ensamble l Dに腱,st階

抱 StHno Ensamble 2

迎 Synth Strings l Svn SttHnos 3

旦 抑 th Strings 2

受 〕hotrAah 32■ 3hor Aahs 2

/oice Ooh

弘 )yn Voice Svnth Voice 2

)rchestra Hl

32丼i this variations obtain also with Bank Select MSB〓 24



RD‐80c
DATA FiLCR

SOUND LiST

韻A脚 艶 じ斑め一G翻 潔 姓 躍:D「

(aH Channeis except lo)

ＧＰ GENERAL MlDl ＧＰ GENEttL MlDi PG GENERAL MDt ＧＰ GENERAL MDl

3rand Piano 氏円、I Rfin R角ミ 1 銘 ミハnttnAミ aY Rttin

3甫cht Piano ‐incer Bass 町位〕Sax l Soundtrack

=.Gttnd Piano 〕ick Bass renor sax Owttal

Jonttr Tonk rretletts l 研 ■attnaミ AY Atmasahere l

三!ettc Pねnol きlaD BaSS l Dboe 3ddttness

二lectic Piano 2 きlaD BaSS 3 三n口iもh Hom GobRns

laいSiChord l Svnth Bass l 3as― n Echoes

31罰net 事vnth Bass 2 31arhet l Sd綿

Celesね 純 問。lin l うiccolo Ｍ 陥

G!oにn ４ 西ola 105 Banio

Mustt Box 隻 面olonce‖ o Recorder Shanllsen

げibes 範 〕6tJbla Ba亜 うan Flute (6t61

MaHmba “ rremOio stttnos 31ow Botge くalimba

くV10DOn お Dizzbato Shakuhachi 3ad Pibe

3himes 術 ｍ 何istie 弓ddle

Dulcimer 行 nmDani Dcanna Shanal

DにヨWbar Orqan 範 Strind Ensamble l Sauare l nnttb Bell

Jazz Oroanl 試的w Ensamble 2 Sttooth l 短 o o o

Rock Ottan l Svnth tXttnos l 3al『ODe 納 D口 m

3htth Oroan l Svndl Strinos 2 樋 市 げoodbiock

Reed Oroan 3hoir Aah うharang raiko Drum

Musette 範 ′oice Ooh ′oice Ⅵelodic Tom l

控

２３

ギarmonica

ranoo A∝ ordion

弘

５５

Syn Voice

Drchestta Hl

=総

3ass Lead l

118

119

Synth Dttm l

R創宙se Cttal

NwOn euitar 弱 「FumDet l rantasv l 畳u性をr Fretndも e

Steel Guttar 軒 「FOrnbane l VArm PttA 3「eath Noisa

,az Gutar

31ean Guitar l

弱

５９

「uba

Mira TnJmnま

う。lyttth

3ho廿

122

123

Seashore

3ird Th/eet

明ded Gし確ョr rreH〕h Hom打 3owed releDhOne l

抗′erd品た Guitar 1船 ミ M針 角llin Jolにanter

30

31

DistorL Guibr

,uttr Hattlontcs

磁

６３

Syn Bttss l

Svn Brass 2

lalo

卦WeeD

126

127

pヽplause

Sunshot



RD‐30c
D A T A  F i L C R

P D g 2位

HQm08SET
Png27:
H Q酬 ∝ S E T

PrDg 33:

」AZSET

Pめg 4 1 :
B R J 酬

PRxョ49:

鈍 鵬 融

PFDg 57:

SXSET

27.瞬 1 】osed間欄

2 8  o  E l P e d a l  H出

2 9・F l hen H Hat

詢・F球1 電de― al

31・Gl

塑 ・C 激

鴻・A 4

妥・鮮 1

覇・B t IJa tt Rn t10 Date Kck laことBE2 jaz BD2 〕ΥteFt BD2

買 ) o C 2 |‖n808 BD 栂 日ec鷺耐2 jaz B団 jazz BDl 鈎ほ封BD4

〕7・CW2 308 Rm Shd

〕8・D2 3 0 3  S u r e  D R m HQ Darce Slarel 3凡shTaD 抽 SD

39・D球2 3旧動 SiaD 醜 魅 Hah Q

4 0 . E 2 {1909 Snare HQDarce S離源31 3岡Sh ttrB 確 rt SD Sl釣

41・F2 308 LoJTor E l e c  L o w T o F 預繭 F 盟 どl Push

4 2 . F 】 2 808 CHH「EXCll 308 CrlH r[∋《311 百rrlDani酵 Sk〕R3とdl Pu‖

壁 1 . C 2 308 LowTom4 胎 l nArT-1 百「TBatt G 輔 族

坐 . 馳 808 CHH racll 308 CHH「EXCll 面rrDani餅 軸tare aiよ

衛 ・A 2 内nR MA T-9 ね ToF m A MemnOn ci欲

4てS・牌 8 0 8  0 r l H「斑 ィ1 3080「lH rucll ■mpani A諄 MemnOme Beli

写7・整 808 Md Toml 強 M d  T o m l 同rrDatt B 釣他r ttde

毎 ・ C 3 聡 HT-9 雖過H醜 高rrnatt C 掛 0酎 N6itt rdOttA、

49・眺 308 -at 百mDani餅 !軒ntトャ〕i員どruD｀

5 0 ‐ D 8 308 H Toml 雖過H Tomt 随 ni D h lhiA R徳 ミth

51・D騨3 「lrDani瞬 Kev ttck

5 2 ・ E 3 離 rse Wbal ΠrBani E Budttnd

試3・F3 百「lDani F 輸 i間

3 4 ・ 曲 Pi〕hnh

葛 . 宙 陽 rt蘭

ヌ3・C湖9 3CX3〔〕D町用とx311 繭 hn玉1

7・A3 抽 ma12 再∞闘と虚

調・A縄 姑d』A違

5 9 ・ 日 3 歓】tert― at4 ― 礎 崎nd

詢 ・“ Door Oosind

]1.鋭 308 Hah Cね向Ю白 肺胡 Strre

乾
・
M 3 0 8  M d C か臨 偽rE間に Sa蔵

買ユ.D直4 3 0 8酌 的 偽 r内

B 4 ・ 酪 偽r酌萌間岡

6 5 ・ 円 brtts

摘 ・ F F 4 跡 闘

7 ・ α 乳】にe ttren

鎖3・朝 Tmin

D9・銘 j e t  T a k e r d

0・ハど4 班 晦 闇 mDter

rl・E34 軸 。

朽2・C5 Gun Sh文

3・0婚 M郷 守寺¥nHn

西４ 帥

75・D淳5 3086準 FmlG臨

6・E努 苅

7・門 ―be働 :l o D

8・F率5 3iR占



RD‐80c
D A T A  F l L C R

Prog 65:

STANDARD SET

Pttg 73:
R00M SET

Prog 81:

POWER SET

Prog 89:

ELECR SET

Prog 90:

TRr808 SET

27・D幸1 Hich Q

28・El 31ap

29・Fl 事cratch Push

3 0 ・酵 1 3cratch Pu出

31・Gl Sむcks

32・G群1 Souare CHck

33・Al MemnOme ctick

34・A辞1 Metrontte Be‖

3S・ Bl くick D「um2/Jazz BD2

36o C2 (ick Drum1/Jazz BDl PowerンCck Elec BD 308 Bass DH」m

37・〔〕辞2 Side Stick 308 Rim Shot

38・D2 Snare Dttml 駒ted Snare Elec SD 308 Snare Dttm

ユ9・D42 Hand Clap

年0・ E2 Snare Dttm2 Gated Snare

年1・ F2 とow ttb6r Tom Room Low Tom2 Elec Low Tom2 308 Low Tom2

1 2 ・ F 4 2 31osed Hl HatrEXCll 308 CHH「 EXCll

43・ G2 Htth Floo「Tom Room Low Toml R∞ m Low Toml 日ec Low Toml 308 Low Toml

昭 "研 2 Pedal tt HatrEXCll 308 CHH『 EXCll

毎 ・ A 2 Low To品 R∞m  M i d  T o m 2 Room Mid Tom2 Elec Mid Tom2 308 Mid Tom2

16‐J生洋2 DDen Hi HatrEXCll 308 CHH rEXCll

年7・B2
輛
Ｔ一Ｍ断 R o o m  M i d  T o m l Room Mid Toml Elec Mid Toml 308 Mid Toml

48・ C3 Hl Mtt Tom R o o m  H i T o虚 Room HiTom2 Elec Hi Tom2 308 Hi Tom2

49・ C洲鴫 rash Cvrnba1 1 308 Cvmbal

50o D3 由icrぉ品 R o o m  H i T o m l Room HiToml Elec Hi Toml 308 Hi Toml

51・瞬 3 Rde Cvrnba11

52・E3

53・F3

Chinese Cymbal

Ride Be‖

Reverse Cttbal

34・R洋3 Tambounne

35・G3 SDbSh CVmbal

36口研 3 Ctteli 308 0owbe‖

57・A3 3rash Cvrnba1 2

58・鮮 3 げibttsiao

59・B3 Ride Cvmba12

30 o C4 Hi Bonoo

1・〔消4 _ow Bonoo

32・D4 Mute Htth Conca 308 High Conga

53・ D騨4 DDen HiOh Conda 308 Mid COnqa

34・E4 _ow Conoa 308 Low Conga

〕5・F4 ギioh Timbale

)6・F」4 _ow打 mbale

〕7・G4 Jigh A9oqo

)8・G群4 LowAqooo

】9oA4 Cabasa

「0・ハ諄4 Mattcas

1・B4・ Short VVhiste rEXC21

72・CS とo岡 Whは tle rEXC21

73・ C群5 Short euiroに誤C31

74・D5 _onc Cuiro「EXC31

75ぃ:〕排5 Dlaves ユ08 Ctaves

76 o E5 Hiqh Wood Block

77口F5 _owWood Block

r8・FttS Ⅵute Cuica rEXC41

rO・(35 Dpen Cuica rEXD41

30・G辞5

31・AS

Mutt Tttattle[EXCq

DDen Tlianole rEXCSl

32・J生諄5 Shaker

33・B5 Jinde Be‖



Voice Systems RD30e

Data Filer

Mode l:Omni On,Poly

Mode 3:Omni Of,Poly

Date:11/10/2000

Versioni l.0

Mode 2:Omni On,Mono

Mode 4:Omni OfF,Mono

ＹＥＳ

Ｎ。

“↑　　　　　　〓】

Ｏ

Ｘ

BASiC      DEFAULT

CHANNEL   CHANGED

６
】
‐

Ｘ

1 ‐ 1 6

X

MODE     Dttault

Messages

Altered

Mode 3

NOTE

NUMBER   True Voice

Oo127 0-127

VELOCiTY  Note ON

Note OFF

Ｏ

Ｏ

０

０

AFTER    Key's

TOUCH     Ch's

０

０

０

０

PlTCH BENDER ０ ０

CONTROL   O‐127

CHANGE

０ ０

PROGRAM

CHANGE   True洋

０ ０

SYSTEM EXCLUSiVE ０ ０

SYSTEM    Song Pos

COMMON  Song sel

Tune

０

０

Ｘ

０

０

Ｘ

SYSTEM    Clock

REAL TIME Commands

０

０

０

０

( 1 )
(1)

AUX      Loca1 0n口O〒

MESSAGES A‖note Off

Active Sense

Reset

Ｘ

Ｏ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｏ

Ｘ

Ｘ

NOTES:(1)=lf SYNC is enabled― See MiDi SYNC Secl 10n



Voice Systems RD80e
Data Filer

Mode l:Omn1 0n,Poly

Mode 3:Omn1 0村,Poly

Date:11/10/2000
Versioni l.0

Mode 2:Omni On,Mono

Mode 4:Omni Off,Mono

ＹＥＳ

Ｎ。

”“　　　　　　”一

Ｏ

Ｘ

BASiC      DEFAULT

CHANNEL   CHANGED

Ｘ

Ｘ

1 ‐ 1 6

X

MODE     Default

t          essages

Altered

Ｘ Mode 3

NOTE

NUMBER   True Voice

Ｘ 0‐127

VELOClTY   Note ON

Note OFF

Ｘ

Ｘ

Ｏ

Ｘ

AFTER     ttey's
TOUCH     Ch's

Ｘ

Ｘ

０

０

PlTCH BENDER Ｘ ０

CONTROL   O‐1

CHANGE   5‐7

1 0 ‐ 1 1

64‐67

80‐81

91

93

99

1 0 1

120‐121

123

126‐127

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

PROGRAM

CHANGE   True諄
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